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《 業 種 別 総 括 》 

                           26年 11月 

〔漁業〕 

・ 11月の総水揚げは、漁獲量・漁獲金額ともに前年を上回った。 

・ 日高管内の秋サケ定置漁が23日で終了した。今年の漁獲量は、前期は多かったが中後期で少

なくなった。全道的に不漁だったことで、単価は高値で推移した。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬は13日、今年度15開催80日間の全日程を終了した。単年度収支は2年連続で

黒字になる見通しとなった。 

・ 東京食肉市場で開かれた「第41回名人会肉用牛枝肉研究会」でみついし牛が最優秀賞に選ば

れた。 

・ みついし農協の花きブランド「みついし花だより」今年の販売額は2年連続6億円台に乗せた。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は112百万円で前年を下回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は1,052百万円で前年を301百万円下回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は10件で前年を4件上回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 浦河町商店街連合会は26日、町内の111店舗で利用できる20％の割り増し付き地域商品券を町 

  内4会場で発売した。 

・  浦河町内に25日、待望の新刊書店「六畳書房」がオープンした。 

・ 北海道消費者協会の11月の灯油価格調査によると、道内73地域の平均価格は102円で、前月比 

3.9円の値下がり。新ひだか、浦河、様似町の平均価格は102.8円～101.2円。 

 〔観光・その他〕 

・ 7月から10月末まで開設した新ひだか町の二十間道路牧場案内所は、今シーズンの利用状況を

まとめた。利用者は2,945人で前年を241人上回る。大半は道外からの牧場観光客が占めた。 

・ 日高自動車道の「高速道路がもたらす時間信頼性と地域活性化フォーラム」（日高のみちと

くらしを考える会主催）が12日夜、約300人が出席して浦河町総合文化会館で開かれた。 

・ 浦河港に、5日夜から、体長20㌢ほどのマイワシの大群が迷い込んだ。6日は港内の岸壁に大 

勢の住民が集まり、イワシをたも網ですくい上げる光景がみられた。7日になってイワシは姿 

を消したが、港の底に沈んだ死骸が腐敗し周辺に強い悪臭を放った。 

〔雇用〕 

・  浦河地区と全道の月間有効求人倍率は、前年の倍率を上回った。 

〔総括〕 

漁業は、主要漁の好調により、全体の漁獲量・漁獲金額は前年を上回った。水産加工業者は年

末に向けた製品作りに多忙となっている。軽種馬生産業は、本年開催の競市場は終了した。畜

産、花き、イチゴなどは好調に推移した。一方、建設業では公共工事の月中請負状況が3ヶ月連

続で前年を下回る状況となっている。地区内の景気は年末を控え農水産業に堅調な動きが見ら

れたが、全体としては厳しい情勢が続いている。 
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＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ漁等。 

    総漁獲量 5,540ｔ・金額 1,925百万円(前年同月比 1,692ｔ増･684百万円増)。 

 

底曳き網漁…………  2,072ｔ・  250百万円 (前年同月比  349ｔ増・  102百万円増) 

定置網漁……………   643ｔ・ 359百万円 (  同       224ｔ増・  173百万円増) 

かれい漁……………    274ｔ・  124百万円 (  同       24ｔ増・   19百万円増) 

たこ漁………………    215ｔ・  121百万円 (  同        93ｔ増・   51百万円増) 

つぶ漁………………    110ｔ・  100百万円 (  同      14ｔ増・  19百万円増) 

ほっき漁……………     45ｔ・   23百万円 (  同       7ｔ増・  10百万円増) 

いか漁………………   254ｔ・   71百万円 (  同        78ｔ減・   17百万円減) 

たら・すけそう漁…    721ｔ・  124百万円 (  同       556ｔ増・   89百万円増) 

さんま漁…………… 563ｔ・   36百万円 (  同       282ｔ増・   16百万円増)   

ししゃも漁…………  42ｔ・   41百万円 (  同       66ｔ減・   73百万円減) 

はたはた漁…………  32ｔ・   17百万円 (  同       3ｔ減・    3百万円減) 

毛がに漁…………… 11ｔ・   26百万円 (  同         1ｔ増・   増減なし) 

昆布…………………    427ｔ・  582百万円 (  同       241ｔ増・  278百万円増) 

その他………………       131ｔ・   51百万円 (  同        48ｔ増・   20百万円増) 
   

・ 11月の総水揚げは、漁獲量・漁獲金額ともに前年を上回った。昆布、底曳き網、定置網、たこ、
たら・すけそう、サンマ漁等で前年を上回っている。一方、ししゃも、はたはた、いか漁は  
前年を下回った。 
 
（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています）
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬は13日、今年度15開催80日間の全日程を終了した。発売額は前年比112.1％

の157億6,700万円。平成26年度の黒字化を見込んだ計画比も112％と大きく上回り、単年度

収支が2年連続で黒字になる見通しとなった。今シーズンは4月23日に開幕、大型連休を中心

に門別競馬場やAibaなどで各種イベントを実施。特に門別競馬場では、よしもと芸人のライブ、

札幌からの日帰りバスツアー、女性や家族連れの来場者向けイベントを増加するなどPR活動を

展開した。 

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数161頭（前年137頭）金額13,948万円（同9,490万円)。 

   価格は、仔牛が57万円(前年50万円)、肥育牛は107万円(同98万円)となった。えりも地区 

は10ヶ月素牛が出荷頭数53頭(同59頭）金額は3,037万円（同3,054万円）。価格は牡が 

59万円(同56万円) 牝は54万円(同46万円)。 

・「みついし牛」が全国のブランド牛の肉質を競うコンテスト「第41回名人会肉用牛枝肉研究会」

で最優秀賞に輝いた。今年開催された同コンテスト5回のうち、4回最優秀賞を獲得したこと

になる。出荷は年間約700頭と小さいが、質の高さを全国にＰＲした。 

＊〔花き栽培〕 

・ 11月の花き出荷実績は、705千本、金額59,187千円（前年867千本、60,173千円）。 

 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～広尾地区）工事は、件数16件、金額112百万円（前年24件、181百万円）。工事

発注状況は、件数は前年を8件、金額は69百万円下回った。4～11月累計では6,875百万円。 

・ 日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、1,052百万円(北海道建設業信用保証㈱の保証

請負金額)。前年同月比301百万円・22.2％ 下回った。4～11月累計では24,736百万円、同比4,008

百万円・13.9％下回った。 

＊〔建設業〕 

・ 日高自動車道早期建設促進期成会(会長・三輪茂日高町長)と日高総合開発期成会（会長・酒井芳秀新

ひだか町長）は18日、国土交通省と国会の道内選出議員を訪れ、高規格幹線道路「日高自動車道」の

整備促進について、地域にとって重要であることを訴えた。要望活動には管内全町長と日高振興局長

らが参加。静内～浦河間の早期事業区間昇格もお願いした。 

＊〔建築確認申請〕 

・ 11月中受付建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は10件で前年（6件）を4件上回った。 
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＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が 401ｔ(前年446ｔ)で前年比10％の減少。出荷金

額は6,256千円（同6,628千円）で同比6％の減少となった。 

＊〔製 材〕 

・ 建築素材、製材等は前年並み～やや増加の稼動。 

  
 

 

 

 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷は、北海道産が6割で本州産が4割。トマト・キュウリ・ナス等は本州産が主流、

果物は本州産が8割でみかん、柿、りんご等が入荷している。価格は野菜、果物共に前年比

横ばいで推移している。 

＊〔小売業〕 

・ 浦河町商店街連合会は26日、20％の割り増し付き地域商品券を発売した。一昨年約30年ぶ

りに再開した年末年始の大売出しと抽選会を今回も実施。抽選会では初の現金つかみ取りも

行う。なお抽選会は翌年1月15日正午から町総合文化会館4階文化ホールで開かれる。 

・ 日高地区漁協女性部連絡協議会の会員等が前浜の水産物で作った商品を販売する｢浜のかあさ

ん食べ物市｣が7日、日高振興局で開かれ、「オニカジカの昆布巻き」、｢手作り毛ツブ甘露

煮｣など7種類が売り出された。 

・ 浦河町内に25日、待望の新刊書店「六畳書房」がオープンした。古民家を改造し運営してい 

る多目的貸しスペース｢かぜて｣(堺町西4)の6畳間で毎週火曜日に営業。支援者から集めた寄

付金で仕入れた絵本や図鑑、小説などを販売した。 

＊〔観光〕 

・ 日高地域日台親善協会(会員230個人・団体)が10月30日～11月2日に台湾を初めて訪問し、

観光客誘致に向けて日高を売り込むとともに、牧場や昆布などの特産品をＰＲした。訪問団

には、管内7町の首長ら31人が参加した。 

・ えりも町で初冬に恒例となった「サケ飯ずしづくり体験」が15日、16日の両日、町内で行わ

れ、名寄市など道内各地から85組136人が参加した。町の地域力発掘協議会が主催し、今年

で6回目となった。えりものサケのブランド化が高まり、約90人が町内に宿泊するなどで町

経済への波及効果も大きい。 
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＊〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、1件 (前年同月1件)、2千万円(同1億円)。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、1件（同1件）、負債総額は2千万円(同1億円)。 

当金庫管内(新冠町～えりも町)の企業倒産発生は、4月以来7か月ぶり。 

＊〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は14件(前年同月25件)、負債総額は24億5千万円(同25億7千万円)、倒産件

数は前月比8件、前年比では11件の減少となった。            （東京商工リサーチ） 

＊〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は736件(前年同月862件)、負債総額は1,154億8千万円（同1,378億8千万円）。

倒産件数は前月比64件、前年比126件の減少となった。 

＊〔雇 用〕 

・ 11月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.11倍で前年比0.22ポイント上回り、前月比では0.01 

  ポイント下回った。有効求人数は873人で前年比129人増加、前月比25人の減少となった。有 

  効求職数は784人で前年比51人、前月比で15人の減少となった。全道の月間有効求人倍率は0.91 

  倍で前年比0.10ポイント、前月比で0.01ポイント上回った。 

  

 
 
 
 
＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 11／ 1 第3回アルテミスステークス                             （ＧⅢ） 
    ココロノアイ号   （浦河町 酒井牧場 殿生産） 
 11／ 8 第19回KBS京都賞ファンタジーステークス                   （ＧⅡ） 
    クールホタルビ号  （新ひだか町 畠山牧場 殿生産） 
 11／ 9 第5回みやこステークス                           （ＧⅢ） 
    インカンテーション号（浦河町 谷川牧場 殿生産） 
 11／15 第19回東京中日スポーツ杯武蔵野ステークス                 （ＧⅡ） 
    ワイドバッハ号   （新冠町 八木常郎 殿生産） 
 11／15 第49回ディリー杯2歳ステークス                      （ＧⅡ） 
    タガノエスプレッソ号（新冠町 新冠タガノファーム 殿生産） 
 11／30 第59回京阪杯                               （ＧⅢ） 
    アンバルブライベン号（新ひだか町 フジワラファーム 殿生産） 
 
＊日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲速報 日高海区漁業調整委員会作成 （11月23日現在）  
 

地区 旧漁協名 漁場数 漁獲重量 
(ｋｇ) 

前年重量 
（ｋｇ） 

前年比
（％） 

漁獲金額（千
円） 

前年金額
（千円） 

前年比 
（％） 

えりも 
以東西部（庶野
～襟裳岬） 

庶野 5 1,657,481 1,340,640 123.6 766,669 575,192 133.3 
えりも町 3 613,375 505,027 121.5 298,911 215,742 138.6 
合計 8 2,270,856 1,845,667 123.0 1,065,580 790,934 134.7 

えりも 
以西日高（襟裳
岬～門別） 

えりも町 9 1,559,980 1,398,704 111.5 736,866 601,371 122.5 
冬島 3 532,691 600,294 88.7 264,157 252,150 104.8 
様似 4 665,081 616,742 107.8 351,146 265,712 132.2 
浦河 4 648,703 589,900 110.0 342,919 256,697 133.6 
荻伏 2 587,883 578,172 101.7 308,928 255,616 120.9 
三石 3 467,832 525,249 89.1 247,483 233,586 105.9 
静内 6 751,485 737,139 101.9 399,239 329,495 121.2 
新冠 3 525,746 651,625 80.7 274,158 289,678 94.6 
門別町 4 316,740 410,110 77.2 156,428 172,397 90.7 
合計 38 6,056,141 6,107,935 99.2 3,081,324 2,656,702 116.0 

日高管内合計 46 8,326,997 7,953,602 104.7 4,146,904 3,447,636 120.3 

 今年の水揚げは前年比4.7％増、金額20.3％増。地域により差はあるが、全道的に不漁だったことで、単価は高値推移した。 

倒産・雇用状況 

その他 
 

 

 



 

６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成26年11月現在)   (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,485 13 -11 2,647 73 -11 

日 高 町 12,823 -268 -11 6,383 -69 -3 

新 冠 町 5,733 -55 -3 2,705 7 3 

新 ひ だ か 町 24,314 -427 -17 12,069 -116 -5 

浦 河 町 13,314 -212 3 6,884 -51 -1 

様 似 町 4,702 -110 -7 2,251 -10 1 

え り も 町 5,158 -49 -2 2,177 26 3 

日高地区合計 71,529 -1,108 -48 35,116 -140 -13 

広 尾 町 7,477 -152 -1 3,485 -15 1 

大 樹 町 5,856 -57 -5 2,650 3 1 

日高･十勝地区合計 84,862 ‐1,317 -54 41,251 -152 -11 

札 幌 市 1,935,901 5,839 10 1,015,838 10,588 200 

江 別 市 120,244 -566 -58 55,279 271 43 

石 狩 市 59,385 -644 -48 26,984 12 -3 

北 広 島 市 59,653 -272 0 26,703 218 0 

恵 庭 市 68,929 39 -3 31,366 295 3 

千 歳 市 95,507 80 18 46,639 392 -15 

石狩地区合計 2,339,619 4,476 -81 1,202,809 11,776 228 

苫 小 牧 市 174,146 -339 -4 86,412 613 21 

厚 真 町 4,705 -30 3 2,100 14 0 

む か わ 町 9,042 -214 -14 4,475 -33 -16 

胆振地区合計 187,893 -583 -15 92,987 594 5 

営業区域合計 2,612,374 2,576 -150 1,337,047 12,218 222 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                   (資料出所:各市町村) 

 

２ 労働需給状況(平成26年11月) （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 873 79,231 17.34 4.16 -2.78 -4.32 

月間有効求職者数 784 86,620 -6.11 -8.20 -1.88 -5.65 

月間有効求人倍率 1.11 0.91 0.22 0.10 -0.01 0.01 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

 

３ 建築確認申請(平成26年11月) （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 10 4 0 

(新ひだか町～広尾町) 26/4～26/11累計 95 -15  

(資料出所:各市町村) 
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４ 企業倒産状況(平成26年11月)                        （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 2 0 -8 
製造業 新ひだか町 

うち新冠町～えりも町 1 2 0 -8 
北 海 道 14 245 -11 -12   
全   国 736 11,548 -126 -2,240   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成26年11月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

124,522 1.00 0.54 51,366 -0.61 2.17 

                                 （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 26年11月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 207 -37.46 -31.00 

交換金額 229 -69.55 -13.58 

不渡り手形枚数 0 -100.00 -100.00 

不渡り手形金額 0 -100.00 -100.00 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

11月中の気象状況                             (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 6.8 106.0 126.5 0.9 131.35 103.60 

広   尾 5.5 83.0 145.7 0.6 60.76 98.18 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成26年11月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 109,030 8.8 47,623 0.5 156,653 6.2 

新ひだか町三石 29,411 3.4 19,160 5.5 48,571 4.2 

浦 河 町 61,851 -1.9 28,455 -2.9 90,306 -2.2 

様 似 町 23,997 -4.8 13,420 -0.8 37,417 -3.4 

え り も 町 25,989 0.8 11,532 8.8 37,521 3.1 

広 尾 町 34,739 -6.1 17,992 21.1 52,731 1.7 

＊ 広尾町は26年10月分                              (資料出所：各町) 
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 日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業

など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

■第２回うららべつふぇすたに参加しました 

 地域住民の交流と情報発信で地域活性化を図る目的で開催された「うららべつふぇすた」の趣

旨に賛同し、日高振興局森林室も今回初めて参加させていただきました。 

 7 月 19 日（土）浦河駅前広場にて晴天の下、「木育」に対する理解を深めていただくためコー

スター（アオダモ）の作成を行いました、当初予定していた人数の倍の参加者が集まり大盛況で

した。 

 参加者の多くは、「自分で絵を描きコースターを作る」という、日常では経験できないことに、

目を輝かせながら真剣に取り組んで貰いました。 

 当森林室としましても、今後このような地域のイベントに参加要請があれば積極的に協力して

いくつもりです。 

■「日高の森と木」知らせ隊事業について 

日高振興局では、地域のみなさんに森づくりや地材地消の大切さや木育の取組などを身近に

感じてもらうため、12 月 11 日（木）から振興局ロビーにおいて、地材地消のパネルやツリー

などの展示を行いました。 

初日には、町内の幼稚園や保育園の園児にトドマツのツリーに飾り付けを行ってもらうとと

もに、紙芝居やアオダモのバットなどを使って木の大切さなどを勉強してもらいました。また、

子供たちに木に触れ遊んでもらう「木育ひろばinうらかわ」を開催し、設置した「きぼうのプ

ール」や道産材を使った積み木などの木製遊具で遊ぶため、たくさんの子供や保護者が遊びに

来ていただきました。 

 

 
【 木棒（きぼう）のプールで遊ぶ子供たち】 【ツリーに飾り付けをする園児たち】 【ツリー点灯式の様子】 
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※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成27年3月31日(火）まで 

◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 

◎ 手 数 料  ： 無  料。 

◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 固 定 金 利 特 約 期 間 1 0 年 の場 合  優 遇 金 利 は年 1 . 7 0％  (保 証 料 は別 途 加 算 ) 

◎ 取 扱 期 間  ： 平成26年4月1日(火）～平成27年3月31日（火）  
◎ 資 金 使 途  ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。  
◎ 融 資 金 額  ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。  
◎ 融 資 期 間   ： １年以上最大35年以内（資金使途、建物の構造及び取扱保証会社等により期間が 

異なります）。 
 

◎      種 類  ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ）  
  ②変動金利無担保扱い ③全期間固定金利無担保扱い  
◎  返 済 方 法  ： 元金均等または元利均等返済方式。 

ご返済金額の50％を限度に半年ごとの増額返済も併用可。 
 

◎  保 証 人  ： 保証会社の保証を受けられる場合、原則保証人不要。 
 

 

※ ひだかしんきん「カーライフローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.30％(保証料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間  ： 平成26年4月1日(火）～平成27年3月31日（火） 

◎ 資 金 使 途  ： 自家用車両のご購入、免許取得、車検、修理等の費用 

◎ 融 資 金 額  ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間  ： 最長10年以内。お取り扱い保証会社により異なります。 

◎ 返 済 方 法  ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

◎ 保 証 料  ： ご融資時一括払い、お取引金利に加算する毎月払いをご選択いただけます。 

保証料率は保証会社の定めによる料率。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

※ ひだかしんきん「教育ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年2.00％(保障料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成26年8月1日(金）～平成27年4月30日（木） 

◎ 資 金 使 途 ： 1年分の就学納付金、就学にかかる付帯費用、教育関連借入の借換え資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 最長10年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の50％まで6ヶ月毎のボーナス併用償還も可 
能。元金据置期間は卒業予定年月まで、かつ４年7ヶ月を限度とします。 

◎ 保 証 料 ： 保証料率は保証会社の定めによる料率。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
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ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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